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（４）ＥＳＤを学校全体で体系的に推進するための教育課程の編成，指導方法等の

工夫改善に関する実践研究

学校名（児童・生徒数） 大 仙 市 立 大 曲 南 中 学 校 （76人）
ふり が な だい せん し りつ おお まがり みなみ ちゆう がつ こう

所在地（電話番号） 〒014-1412 秋田県大仙市藤木字上野中70番地２号（0187-65-2001）

研究内容等掲載ウェブサイトURL http://www.edu.city.daisen.akita.jp/~om-minamityu/

研究のキーワード

Think Globally，Act Locally 共通実践事項と授業改善 ホールスクール及びホールエリア

交流と連携を生かした体験学習 大曲南地区ＳＤＧｓ

研究結果のポイント

○全教科等の授業における共通実践事項の徹底により，生徒が課題意識を持って学び合う協働的な

実践力を育成することができた。

○ゴールを設定し，それを見通した総合的な学習の時間の展開により，学んだことを発信する力や

生活に活用する力の向上が見られた。

○学区内の小学校等との交流と連携を生かした体験学習により，新鮮な学びと向上心を育成できた。

○ホールスクールの取組から，更に地域を巻き込んだホールエリア的な取組を展開することで「大

曲南地区ＳＤＧｓ」の設定に至るなど，地域を巻き込み，学びに広がりと深まりが生まれた。

○「ＥＳＤの視点に立った学習指導で重視する能力・態度（例）」（国立教育政策研究所）を踏まえ

た，「身に付けたい力」に関わる生徒の変容を見取ることができた。

１ 研究主題等

（１）研究主題

持続可能な社会に向けた人づくりを目指した

問題解決的な学習を中心とする全教育活動における指導方法等の工夫改善

（２）研究主題設定の理由

本校は，平成22年度にユネスコスクールに認定され，「考え，行動する環境教育」に取り組ん

できた。その中で，近隣の小学校，高等学校，地域社会，関係機関，更には地域外の中学校との

「交流と連携」を充実させながら，ＥＳＤの視点を取り入れた教育活動を展開している。平成27

年度から，大学や海外のユネスコスクール等との交流にも取り組み，更なる深化・充実を図って

いるところである。また，各学年における総合的な学習の時間の柱として，「食育」「エネルギー

教育」「国際教育」を位置付け，体験を通した思考力・判断力・表現力等の育成を重点とした

「社会的実践力」を育むことで，「生きる力」の育成に資することを目指している。

本校では，ＥＳＤの目的を「持続可能な社会に向けた人づくり」と捉え，具体的な取組として

ＥＳＤを進めるには，教科間，教員間の連携がそのための大前提であると捉えている。そこで，

全教育活動を通してＥＳＤの視点に立った問題解決的な学習を展開し，「人」「教材」「能力・態

度」のつながりを意識した指導の工夫を図り，持続可能な社会の形成者としてふさわしい「資

質・能力」を持った生徒を育成したいと考え，本研究主題を設定した。



（３）研究体制

（４）２年間の主な取組

４月 校内研究体制づくり（ＥＳＤ研究推進委員会：授業研究部・総合的な学習の時間研究部）

５月 「総合的な学習の時間」全校オリエンテーション

大曲南地区ＥＳＤ小・中連絡協議会①（②８月，③10月，④２月）

平
６月 ＥＳＤ校内研修（講師：東京都連光寺小学校長 棚橋 乾 先生）（他に４回実施）

成
７月 校内授業研究会（ＥＳＤの視点を踏まえた研究協議）（８月，９月，12月，１月）

28
11月 中間公開授業研究会及び大曲南地区オープンスクール

年
（授業公開：国語・英語，研究協議会，小・中交流授業：環境学習，講演：国研調査官）

度
１月 秋田県学習状況調査の分析結果から成果と課題の把握

※ＥＳＤの視点に沿った総合的な学習の時間の取組を中心に，年間を通し次の活動を実施

・食育（環境出前授業，有機肥料による野菜栽培，エコクッキング，市民市場見学等）

・エネルギー教育（ゴーヤカーテン製作，エネルギー関連施設訪問，修学旅行での関連施設見学）

・国際教育（国際教養大学相互訪問，海外ハイスクールとのＩＣＴを利用した交流等）

４月 校内研究体制づくり（ＥＳＤ研究推進委員会：授業研究部・総合的な学習の時間研究部）

「総合的な学習の時間」全校オリエンテーション実施

大曲南地区ＥＳＤ小・中連絡協議会①（②８月，③10月，④２月）

５月 ＥＳＤ校内研修（講師：目白大学人間学部 石田 好広 先生）
平

６月 校内授業研究会（ＥＳＤの視点を踏まえた研究協議）（①②９月，③④10月）
成

７月 生徒によるＥＳＤで身に付けたい力の定着アンケート①（②10月，③２月）
29

10月 大曲西中との交流活動開始（12月）
年

11月 大曲南地区オープンスクール，小・中交流授業①の実施
度

教育課程指定校事業公開授業研究会及び大曲南地区オープンスクール

（授業公開：数学・社会，小・中交流授業②，研究協議会，講演：国研調査官）

１月 秋田県学習状況調査の分析結果から成果と課題の把握

※ＥＳＤの視点に沿った総合的な学習の時間の取組を中心に，年間を通し前年同様の活動を継続



２ 研究内容及び具体的な研究活動

（１）研究内容

①全教科等の授業における共通実践事項の徹底による，協働的な実践力の育成

②ゴールを設定し，それを見通した総合的な学習の時間の学習を生かして，学んだことを発信す

る力や生活に活用する力の育成

③“Think Globally，Act Locally”の視点での，地域内の異校種や身近な地域社会，関係機関

とともに，地域を越えた中学校との交流と連携の充実

（２）具体的な研究活動

①全教科等の授業における共通実践事項の徹底による，協働的な実践力の育成

・全教科等で問題解決的な学習を推進するために，共通実践事項と実践するための手立てを明

確にした取組を重ねた。問題解決的な学習を軸として，話合いを中心とした協働的な学びを

重視し，小グループでの意見交流を生かした学習を全教科等で継続した。グループでの「司

会，記録，発表，反応」という役割分担を継続し，学び合いの活性化と焦点化を図った。

・授業はもちろん，学校生活のあらゆる場面で「課題の受信→個での思考・解決→学び合いの

ための発信→学びの発信」のサイクルを循環できるような，視点を明確にした「聴く」指導

を徹底した。また，課題についても，広く概念的なものだけでなく，実生活や時事に即した

内容を意図的に取り上げ，学びと実生活の接点を感じられるようにした。

・意見の比較・検討から，考えの再構築に進められるように，今は何をどのように比較・検討

する場面か，どの観点で全体討議に取り組むのかといった，思考の過程が分かる板書を工夫

した。例えば，小グループでの話合いを視覚化して提示する小黒板等については，取り上げ

方を一律にはしないなど，学びの状況に合わせて取扱い方を工夫することで，比較・検討の

質を高め，よりよい意見への再構築を目指した。

・校内研修では，教科の枠にとらわれず，比較・検討から考えの再構築への在り方といった共

通の視点を協議しながら，実践を深めた。

②ゴールを設定し，それを見通した総合的な学習の時間の学習を生かして，学んだことを発信す

る力や生活に活用する力の育成

・１年「食育」，２年「エネルギー教育」，３年「国際教育」という継続した学年テーマに沿っ

て，体験を重視した総合的な学習の時間を実施した。その中で，一人一人の課題を明確にす

ることと，学習を進めた一年先のゴールを意識させることで，生活への活用までを見越した

学習に取り組ませた。

・校内掲示に最新のニュースを取り入れ，生徒に意見を書き込ませたり，フリートーク集会の

話題に，時事的な視点を導入したりして，学習と実生活の接点に気付かせるとともに，生徒

一人一人が現実に目を向けられるような校内環境を整えた。それらの学習をベースに構成し

た小・中交流学習では，大曲南地区ＳＤＧｓの原型作成にも取り組み，実生活から未来を見

通す学習を展開させた。

③“Think Globally，Act Locally”の視点での，地域内の異校種や身近な地域社会，関係機関

とともに，地域を越えた中学校との交流と連携の充実

・小・中合同研究で設定した「ＥＳＤカレンダー」と「各発達段階で身に付けさせたいＥＳＤ

の力」を運用し，生徒の自己評価も加味しながら検討・修正を続けている。

・国際教育の一環として，国際教養大学との相互交流，海外の生徒とのスカイプでの交流等，

ＩＣＴを活用した交流を重ね，英語をツールとしたコミュニケーション活動を行った。

※「共通実践事項」とは，①生徒自らの「問い」を引き出す課題設定の工夫，②「受信→思考→発信」のサイク
ルに基づく「聴く」指導の徹底，③他者とのコミュニケーションを通して課題解決を図る活動の重視，④「比
較・検討を中心とした学び合い」の設定，⑤自己の考えを深める「振り返り」の設定の五つである。



・一地区一中学校であるが故に，これまでは異校種等の異年齢との交流が中心であったが，地

区外の中学生との交流を開始し，同年代ならではの対話や切磋琢磨する場を体験させた。

３ 研究の成果と課題（○成果●課題）

○ 普段の学習で身に付けさせたい三つの力である「コミュニケーションを行う力のCo-6 Co-7 」「批

判的に考える力のCr-10」「多面的・総合的に考える力のM-13」については，生徒による前期アンケ

ートの評価が低かった。共通実践事項をホールスクール体制で積み重ねたことで，後期アンケート

では，Co-6 3.07→3.50，Co-7 3.07→3.27，Cr-10 3.29→3.57，M-13 3.14→3.63と，全てに改善が

見られた。これらは，昨年の授業者によるアンケートでは改善が見取られたが，生徒の自己評価で

は確かな変容が見取られなかった項目である。Cr-10，M-13は本年度の重点目標でもあり，二年越し

の課題の改善が生徒自身にも受け止められた。（※アンケート調査は，全て４点満点での調査）

○ 以下に示した総合的な学習の時間で更に伸ばしたい三つの力についても，前期アンケートでは，

それぞれ評価の低い項目があった。課題意識を持たせ，ゴールを見通した体験学習に意欲的に取り

組ませたことにより，それぞれの項目の平均値が「課題を見付ける力」3.40→3.65，「発信する力」

3.30→3.64，「生活に活用する力」3.37→3.52と，全てにおいて改善が見られた。特に「発信する力」

ついては，三つのアンケート項目で調査したが，平均の上昇が0.35ポイントと最も大きく，本校の

長年の課題であった，表現力の改善にもつながる成果となった。

○ 授業公開では参観者から，授業での生徒の聴く力の高さや，思考や発言内容の深まり等に加え，

小・中交流授業での大曲南地区ＳＤＧｓという新しい視点での意見交換の質の高さについても高評

価を得ており，本校・本地区が目指してきた生徒等の姿を，他者の目を通しても確認することがで

きた。

○ 「ＥＳＤの視点に立った学習指導で重視する能力・態度（例）」について，前期と後期の生徒アン

ケートでは，七つの項目全てが向上(七項目の平均値3.02→3.52)した。

● 普段の学習で身に付けたい力の一つであるコミュニケーションを行う力の中の表現する力，総合

的な学習の時間で更に伸ばしたい力の一つである「生活に活用する力」は，前期よりは伸びている

ものの，他の事項と比べるとまだ改善の必要があり，指導の在り方を再検討する。

● 「ＥＳＤの視点に立った学習指導で重視する能力・態度（例）」は，その数値自体は全ての項目で

向上してきているが，「未来像を予測して計画を立てる力」と「進んで参加する態度」については，

どちらも3.5を下回っており，更に生活と結び付けた指導を模索する。

平成29年度国立教育政策研究所教育課程指定校事業研究協議会では，子供が社会とつながる取組・

社会参画の推進について，今まで継続して実践してきた体験学習や，地域社会・他の機関とのネッ

トワークを，ＥＳＤの視点で捉え直しながら，社会と関わりを持てる子供の育成を更に進めていく

ように助言をいただいた。今後もＥＳＤで目指す子供の姿の実現に取り組んでいきたい。

４ 今後の取組

・生徒が意識し始めた生活に生きて役立つ学びについて，更にその力を伸ばせるようホールスクー

ル及びホールエリアでの取組を継続する。

・大曲南地区で，小・中連携を通してＥＳＤを体系的に進めるために運用している「ＥＳＤカレン

ダー」を，より活用しやすいものにしていくとともに，評価についても更に研究を進める。

・継続した環境教育は本校ＥＳＤの取組のベースであるが，“Think Globally，Act Locally”の視

点で，生活に活用する力の育成と関連付けながら，活動・学習内容について修正を検討していく。

※Co-6 ：声量・速度など，相手に気を配って話す Co-7 ：誰にでも自分の意見を積極的に述べる
Cr-10 ：自分の考えを吟味し再構築する M-13 ：課題に対してさらによい方法を考える


